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一部にジャーナPズムの軽薄さが指摘されている。 インドシナ

戦争が終われば， つぎは第5次中東戦争， 第2次朝鮮戦争の可

能性をあja>る。結局， 1975年は圏内景気と同様に， 国際的にも

、暗い1年4だった。 米ソ中の大国は相互聞の勢力角逐に夢中

だが， その間隙をついて， 次々と自立する独立国、 第三勢力の

伸長が， 新年もつづくζとだろう。

い真じ井

岡 清
那須良輔

H桃村山翻
防衛研修所第5室長

ル弘b雄みね
色..... 

領

ち地主主一司じ恥叫
uu菊肋中

共同通信海外部長

・出席者（50音順）

アメリカ研究家東京外国語大学助教授

ありうる米中軍事同盟の
可能性

本
社
本
日
は
閤
際
問
題
の
専
門

家
の
か
た
が
た
に
ど
出
席い
た
だ
き

ま
し
た
の
で 、
七
六
年の
国
際
情
勢

を
展
望
し
て
い
た
だ
き
たい
と
恩い

ま
す 。ま

ず 、
七
五
年
に
戦
争が
起き
そ

う
で
起
き
な
かっ
た
中東
紛
争の
ゆ

く
え
か
ら
お
話
を
う
か
がい
たい 。

「
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家」

の
成
否

菊
地
七
五
年は
米
国
指
導
型の

段
階
的
和
平工
作
が
成
功
し 、

七
六

年はい
よい
よ 、
一
月
早々
か
ら
安

保
理
事
会
で 、
ア
ラ
ブ・
イス
ラエ

ル
紛
争の
核
心
で
あ
る
パ
レ
ス
チ
ナ

問
題
を
討
議
する
予
定
で
す 。
と
と

で
は 、
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家の
樹
立
に

よ
る
解
決とい
う
も
の
が 、
結
局
は

日
程
に
上っ
て
く
る
と
思い
ま
す 。

ア
ラ
ブ
の
側
は
無
宗
教
の
閉店
主
国

家パ
レ
ス
チ
ナ
に
つ
い
て
は
だい
た

い
合
意
し
てい
ま
す 。
ア
ラ
フ
ァ
ト

（P
L
O
議
長）
が
大
統
領
に
な

り 、
P
F
L
P
が
野
党
で 、
そ
の
他

は
与
党
に
な
る
と
い
う

政
府の
青
写

真も
で
き
てい
ま
す 。

本
社
イス
ラエ
ル
は
そ
れ
に
同

意
し
ま
す
か 。

菊
池
い
や 、
と
て
もム
リ
で
し

ょ
う 。
イス
ラエ
ル
は
従
来 、
P
L

O
な
ど
のパ
レ
ス
チ
ナ
組
織
をテロ

の
親
玉
と
決め
つ
け
て
い
た
わ
けぞ

ナ 。
ζ
れ
が
自
分
の
わ
き
腹 、
つ
ま

り
ヨ
ル
ダン
川の
西
岸
に
国
家
を
樹

立
す
る
とい
う
と
と
は 、
イス
ラエ

ル
国
家
の
存
立
上 、
た
い
へ
ん
な
安

全
保
障上
の
問
題
に
なっ
て
き
ま

す 。
で
す
か
ら
P
L
O
の
性
絡
が
変

わ
ら
ない
限
り

絶
対
認
め
ら
れ
ない

とい
う
と
と
で
し
ょ
う 。

そ
れ
に
「
肥
沃
な
三
日
月地
裕」

を
含
め
たユ
ダ
ヤ
国
家
の
建
設
と

か 、
人
口
五
O
O
万
人
計
画
が 、
か

り
にパ
レ
ス
チ
ナ
国
家の
樹立
が
実

現
す
れ
ば
崩
壊
し
ま
す 。
と
な
る
と

イス
ラエ
ル
政
府と
し
て
も 、
国
民

を
納
得
さ
せ
る
ζ
と
は
む
ず
か
しい

の
で 、
妥
協は
な
か
な
か
で
き
に
く

い
筒
努じ
ゃ
ない
で
す
か 。
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�困

回際外交lま， 米ソ問のデタント交渉にみられるように， 一皮めくれ11， 包益のぶつかり含いにすぎない。 そこで中扇の対ソ警戒

心並立いま以上に増隠されるような場合には， よりいっそう米中間の緊密度が高まり， 軍事同盤続結も予想される。76年も国際

情務はより激しく変動しようが， それに対応できる外交カが， 日本に発織できるかどうか。 （北京空港てのフォード大統領と弱

小平副首相一一WWP)

本
社
米
国の
態
度は：：： 。

山
間

中東
問
題
も
含め 、
米
国

の
外交
政
策
は
七
六
年
秋の
大
統
領

選
やが
終
わ
る
ま
で
は 、
と
も
か
く

綴観
も
し
く
は
現
状
維
持が
せ
い
い

っ
ぽい
で
し
ょ
う 。
中
東
で
も
紛
争

が
起
き
ない
よ
う
に 、
衝
突に
な
る

よ
う
な
要
素
を
で
き
る
だ
け
排
除
す

る
と
と
に
終
始
す
る
で
しょ
う 。

菊
地
問
題
は
そ
の
後で
す 。
石

油
につ
い
て
は 、
米
国と
ア
ラ
ブ
の

相
互
依
存
関
係
は
ま
す
ま
す
強
ま
る

方
向に
あ
り
ま
す 。

そ
れに 、
イス
ラエ
ル
は
シ
ナ
イ

協
定の
と
きに
キf
y
ン
ジ
ャ
l

国

務
長
官同に
くい
さ
がっ
て
「
米
国
は

P
L
O
を
承
認
し
ない」
と
い
う
密

約を
取
りつ
けてい
ま
す
が 、
大
統

領
選
後も 、
彼
が
再
任
さ
れ
る
か
ど

う
か
わ
か
ら
ない
約
勢で
す 。
と
う

し
た
と
と
に
イ
ス
ラエ
ル
は
大
き
な

危
機
感
を
抱い
てい
ま
す 。
で
す
か

ら
最
終
的
に 、
グ

島問を
捨
て
て
と
そ

浮かぶ
瀬
も
あ
れM
と
い
う
と
と

で 、
軍
事
的
な
挑
発
行
動に
出
ない

と
も
限
ら
ない 。
と
れ
を
米
国が
ど

う
押
え
込
ん
で
い
く
か：・・ 。

桃
井
現
地
以
外の
当
事
者 、
つ

ま
り

米ソ 、
西
欧
諸
国
は
段
階
的
な

解
決
方
式
を
望ん
でい
ま
す
が 、－ハ

レ
ス
チ
ナ
問
題の
有
効
な
解
決
方
法

が
生ま
れ
ない
限
り 、

紛
争の
根は

残
る
わ
けで
す 。

そ
れ
に
ア
ラ
ブ
各
国に
は
近
代
的

な
兵
務
が
渡つ
て
はい
ま
す
が 、
ア

ラ
プ
諸
国
は
寧と
し
て
の
統
制
面で

問
題
が
あ
る
の
で 、
依
然と
し
て
紛

争に
はい
り
や
すい
要
潔
は
残っ
て

い
古＆
＋y 。

本
社
と
い
うと：：・ 。

桃
井
政
府や
磁の
中
央に
峨
争

を
や
る
意
志が
念
く
て
も 、
国
境で

の
ち
ょ
っ
と
し
た
行
き
違い
を
契
機

に
紛
争が
発
生
し
う
る
の
で
す 。

も
し 、
今
度
紛
争が
起
き
れ
ば 、

証券貯蓄は
ミ家庭の幸福

第一語義
本店 東京・日本橋a
TEL 244-2611(直通）
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第四
次

中東戦
争以
上

の
近
代的
念

験
問 、
場
合に
よっ
て
は
全面験
争

に
な

る可
能
性が
あ
りま

す。と
れ

ば
短
期で
あっ
て
も 、

殺し
合い
に

おい
て
は
壮
絶なも

のに
な

るか
も

し
れませ
ん
ね 。

本
社

その
場
合 、
略戦
術
核兵
滋

は
使わ

れま
すか

。

桃
井
抑止
力と
して

装
備

する

と
と
は
あっ
て
も 、
と

れを
使うと

双
方と
もひ
どい
反
懇

を受
け

ると

と
に
な
りま

すか
ら 、
な
か
念か
使

うと
と
はだ

きない
で
しょ
う。

本
社
中嶋さ
ん 、
中国

の
中東

問
題に
対

する立
場は
ど

のよ
うな

も
のな
の
で

しょ
う
か

。国
述

で

は 、
ソ
迎

を中心
と
し

た
共

産閣の

決
議案に
中国が
反
対

するとい
う

よ
う
恋
現象もみ
え
てい
ま

すが
。

中
嶋
中国は
周
知

のよ
うに 、

第四
次中
東
戦争か
らオ
イル
危
機

が
発
生し

たと
きに

も 、
一
貫して

ア
ラ
プ

の石
油
闘
争

を支
援

すると

い
う
立
場に
立っ
てい
ま

す。し
か 弘氏

し 、
と

れは
単に
社会主
義国
だ
か

ら
アラブ

を支持
するのは
当
然だ

とい
うだ
けで
は
ない 、
別

の中国

な
りの
思惑が
あ

るよ
うで
す。

本社
とい
う
之：：： 。

中嶋
中国

の
現
在の世
界認
識

は
「
天下
大
乱」

とい
う
と

と
で

す。つ
ま
り 、

国
際
情勢が
流
動
化

すれば
、米ソ

二
超
大国

で
世
界

を

牛
耳
る傾
向が
弱ま
るとみ
てい
ま

す。だ
か
ら 、
当
面
中東紛
争が
解決

するよ
りも
「
殺
争

でも
ない 、
平

和
でも
ない」
流
動
的状況が
続

く

と
とに
中圏
外
交のメ
Pッ
ト

を
見

い
だ

してい
るよ

うな感じ
で
す。

毛主
席は
中東
問題につい
て 、

「
敵
兵一
戦 、
（
諸
誌）
孔明
巧み
に

荊
裂

を取
る、
泰
山に立ちて
虎
闘

を観
る」
と
のベ

たといい
ま

す。

喬冠
撃
外相
も
「
私の個人
的な
考

え
ではイス

ラエ
ル
はあっ

た
ほ

う

が
ない
よ

りいい
。

放っ
て
おい
て

承
認しない」

と
述ベ
てい
ま

す。

結局 、
中国

と
して
は
中東
問
題

で
米ソ
が
争ぃ 、
イス
ラエ
ル

と
ア

ラプ
の封
建
領主

が
争え
ば
、最

終

的に
はアラ
ブ
人
民の革
命の
勝
利

につ
なが

り、
中国は
傍
観
者と
し

て
ながめ
てい

ればいい 、
う
ま
く

い
けば
漁
夫の

利
を
得

ると
と
が
で

菊地

き
ると
考えてい
るよ
うで
す。

本社
中国

の
態度も
な
か
な
か

復
雑で

すね
。

中
嶋

で
すから、

中東
問題が

へ
ん
に
国
連の
揚で
解決さ

れると

と
につい
て 、
表
向

きは
と

も
か
く 、

本心
では
期
待してい
ない
。

四
j

五
MV
の
原
油
値
上
げ
？

本社
O
P
E
Cに
よ

る石
油値

上
げはど
う
な

りま
すか

。

菊地
七
五
年一
O
月のO
P
E

C
総会
では一
応
半
年
間の
凍
結

を

決め
てい
ま

す。
そ
れか

ら
国
連軍

のゴ
ラン
高原の
駐留
期
限
は
七六

年五
月で
切

れま
す。と
うし

たと

とから 、
七六
年の悶
月か
ら
五
月

が一
つ
のヤマ
で
すね

。

本社
と

の
前のOP
E
C

総会

では
穏
健派と
値上
げ
派に
意
見が

分か
れたとい
わ

れてい
ま

すが
。

菊地
値上
げ派は
イラン 、
イ

ラ
ク、
リビ
ア 、
穏
健派はサ
ウジ

ア
ラビ
ア

を
先頭に
し

たアラビ
ア中鑓徹雄氏

湾
諸国

で
すが、
基
本的に
はサ
ウ

ジ
と
イ
ラン

の
対立

で
す。つ

ま
り

後
省が
開
溌E点
主
義
な

の
に
対

し、
前
おが
安
定し

た
石
油収入

を

確
保し

たい
と考え
てい
ま

す。
七

六
年四
月の

総会で
は 、
お

そら
く

と
の
両
者の考え
方が
再び
対立

す

るで
しょう

。

本
社
世
界の
石
油の
需給関
係

の見
通しは・・・・・・

。

菊地
七六
年の米国

の経
済
成

長
率が
七Mmぐらい

とい
わ

れてい

ま
すが、

も
し
そ
う
な

れば
石
油の

需
要がふ
え 、

米国
の
輸入
はふ
え

るで
しょ
う
。

し
か
し 、
ソ
迎の
原

油
産出
量は
七六
年は五
抽出J 、
と

のうち
繍
出
向けに
五
O
O
OJは

堅い
で
しょう。
そ
れに
北
海
油
田

の
産出
量もふ
え

ると
思
わ

れ
ま

す。と
な

ると、
米国
の
輸入

がふ

え
て
も 、

総致
的に
み

ると
石
油は

ダ
ブ

つ
きぎみに
な

るのでは
ない

か
。

そう
すると、
価
格閣では
イ

ン
デ
クセ
lショ
ン

の
問題だ
けに

なっ
て

きま
す。
産泊
図が
イン
フ

レ
をど
う
吸
収

するか
とい

うと
と

で
すね

。
た

だ 、
石
油
価
格とい

うのは 、

あく
ま

で
政治
価
格で

すか
ら 、
ヵ

ネ
が
ほ

しい
とい

う
産出国
の
要求

緑と光の街 づくりー

森�J＇�
取締役社長森泰吉郎
主京都港区芝商久保縦川町Z番地
電591-1351 （大代｝〒105
＊京都知事 ( 1 ）担115762�予

も
あっ
て 、
若
干
上
げざ

るをえ
な

い
の
で
は
ない
か

。まあ 、四
t五Mm

程
度のノミ
ナル
念値上
げは
あ

り

う
るとみ
ていい

のでは
ない
か

。

本社
石
油以
外の一
次

産品は

ど
うで
しょ
う
か

。

菊地
A
P
やU
P
ー

など
の
大

通
信社は
報
道
してい
ませ
んが、

c
IP
E
C
（
銅
輸出国

政
府
間
協

議会）
など一
次

産品
の
資源カル

テル
や最
近で

き
たS

EL
A
（
中

南米経済
機
構）

が
非
常に
よ

くワ

ー
ク

するよ
うに
なっ
てい
ま

す。

と
のほ
か

非同
盟会
鶴 、
O
A
U

（アフ
Pカ

統一

機械） 、
ロ
メ
協

20 東洋経済週刊新年特大号ラx,



定と
いっ

た
も
のが
動き出

すと、

先
進国

も
第三
世
界の
窓
向

を
無
視

で
きなく
な

るで
しょ
う。

本社
食
糧
問題は
。

山岡
食
織は

米
聞にとっ
て
最

大
の
武総で

す。
現
在でと

そ米
政

府の
高官やジ
ャ
ー

ナ
リス
ト

も
正

面
きっ
て

そのと
と

を啓一固いま
せ
ん

が、
中ソ

と
の
関
係が
危
なく
な

る

念
ど
、ど

うに
も
な

らな
い
状況
に

念
れぽ

、武総
と
し
ての
食組

を
使

うと
とに
な

るか
も
し
れま
せ
ん 。

し
か

し
、そ

れは
ほ
ん

と
うに円以

後
の切
り
札と
い

う
と

と
で
しょ

う
。と

れを
発
動し

は
じめ

ると、

産油国
も
対抗
手
段

をとるで
しょ

う
し

、消
質国

は
大
混
乱

を
き

た

し
、収

拾がつ
か
な
く
な

る恐
れが

あ
りま
すか
ら・・・・
。

ただ
、ソ

迎

と
の
ホ作品。で

、穀
物
を取引
材
料に

すると
いうζ

と
は
あ

りま
すが
。

桃
井

米国
は
戦

後
、余

剰
岱
産

物に
図っ
ていま

し
たが、
逆に

ζ

れを
外
交的に
巧み
に

利用
し
て

き

ま
し

た。
たと
え
ばマ
ーシ
ャル

計

聞にし
ても

、U
N
I
CE
F（
函
連

児掛川
必金）
に

し
て

も
、米

同の
食
糧

が
対
外政策に

相当
大

きな
役
割

を

果たし
てきたと

と
は
事実で

す。

窓図
的に
やっ

た
か

、や
らな
い

し 当 は γ … ” ”…… … －一 白 山一・・… ……一…・…....－・ － 一 － 一一－－ －－…－ － － … 山 一 … 一 ；
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菊
地

は
従
来の日

米
間

の
殺

物のス
ポッ

ト
取引

をやめ
て

、六ヵ
月l一
年

の
長
期取
引に

し
て

く
れと
強く
主

渡
し
ていま

し
た。
つ
ま

り、
日

本

はス
ポフ
トで

貝っ
てい

ると
、買

え
なく
な

るぞ
と
お
ど

し
てい

るわ

けで
す。
だ
か

らソ
述
に
対

し
て

も
、毅

物で
は
相当
強気で
す。

注
目
す
べ
き

米
中
軍
事
同
盟

本社
フォ
ー
ド

訪中
をど
うど

らんに
な

りま
すか
。

中
嶋
ニ
クソン
訪中

のよ
うに

派
手
なρ
プニ
ン
グ
的
要素は
あ

り

ま
せ
んで

し
た
が

、そ
れだ
けに、

私は
あ

る窓
味で

は
実際に

は
重
要

な
首脳

会
談だっ

た
と
思

う。

今回の米
中

会
談は

、いわ
ば
対

ソ
戦
略と
いう

も
のが
米
中
双
方に

とっ
て大

きな
課
題に
なっ
てい

る

中
で
聞か

れてい
ま

す。で
す
か

ら、
米
中
関
係の
性
格が
従
来と

は

ず
いぶ
ん
変わっ
て

き
ていま

す。

つ
ま

り
、と

れま
で
は
台湾
問題

の
解
決が
ない
限
り米
中国
係の
進

展は
な
いと
い
わ

れて
き
ま

し
た

が
、実際に

は
米
中
双
方にとっ
て

台
湾
問題につ
い
ては
現状維

持し

か
ないわ
けで 、
と

れより
も
もっ

と
越し
迫っ

た
相互
の関心が
あ

る

と
いうと
と
ろ
に
聞か

れた
のが
今

回の
首脳会
談で

す。

本社
毛
沢
東主
席 、
野
小
平
副

首
相と

いっ
た
首脱が

長
時
間にわ

たっ
て会
談し
ていま

すね
。

中園暗
中国
側にとっ
て

も
今回

の会
談は、

非
常に
重
要な
意
味を

持っ
てい
たと
い
えま

す。

一
つ

に
は

、対ソ
戦略をめ
ぐ

る

世
界認
識の
問題 、
二
番
目に
意
外

に
無
視で

きな
い

のは
、米

中
の経

済
凶
係の
鉱
大

テン
ポが
速いと

と

で
す。
現
在の

米
中貿
易

の
規
校

は、
闘
交正
常化
前の日
中
貿
易ぐ

豊かな明日を築く

WJ事唱1�jヨ・
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らい
で
す
が 、
航
空
機 、
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス 、
コ
ン
ピュ
ー

タ 、
滋
物

念
ど
か
な
り

進
展
し
て
い
ま
す 。

本
社
米
国
の
国
際
問
題

専門誌

『
フ
ォ
1
9ン・
ポ
Hシ
l』
に一フ

シ
ド・
コ
ー

ポ
レ
l
ショ
ン
の
マ
イ

ケ
ル・
ピル
ズ
ベ
9
氏の
「
米
中
聞

に
軍
事
提
携
か」
とい
う
論
文
が
発

表
さ
れ
て
お
題
を
呼
び
ま
し
た
が 。

中
嶋
私は
あ
の
論
文
が
単
に
彼

の
思い
つ
き
で
出
て
き
た
も
の
だ
と

は
思い
ま
せ
ん 。
あ
の
論
文
に
は 、

「
米ソ
の
デ
タン
ト
を
釘
わ
ない
限

り
に
・おい
て」
と
か 、
「
アジ
ア
の

同
盟
国
を
加
わ
ない
限
り
に
ho
い

て」
とい
っ
た
前
提
条
件
がつ
い
て

い
ま
す
が 、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
米

国の
中に
あ
の
よ
う
な
声が
出
始
め

た
と
と
に
注
目
すべ
き
で
す 。

本
社
中
閣
は
そ
れ
に
乗
る
で
し

主
う
か 。

・中
嶋
乗
る
か
ど
う
か
は
と
も
か

〈 、
非
常に
興
味
を
示
し
て
い
る
と

思い
ま
す 。
最
近
の
中
闘
は
ソ
辿
に 山間清二氏

対
抗
す
る
た
め
に 、
米
中自
に
よ
る

ト
ラ
ン
ス・
パ
シ
フ
ィ
ァ

ク・
コ
ア

Pショ
ン（
汎
太
平
洋
同
盟） 、
つ
ま

り
ρ

反
籾
椛
迎
合H
と
し
て
の
米
中

日の
関
係
強
化
を願っ
て
い
る
よ
う

で
す 。
一
方 、
米
国
側
に
も
米
中
臼

構想
が
チ
ラ
チ
ラ
出てい
ま
す 。
と

の
よ
う
に
米
中
聞
に
は
か
な
り
の
共

通
点
が
出
て
き
て
い
る 。

桃
井
ぼ
く
は
今
回の
フ
ォ
ー
ド

訪
中で
二
つ
ほ
ど
興
味あ
る
事
象
を

み
ま
し
た 。
一
つ
は
訪
中の
後 、
フ

ィ
Pピ
ン
と
イン
ド

、不
シ
ア
に
寄っ

た
と
い
う
と
と
で
す e
と
れ
は
戦
略

面
か
らい
え
ば 、
将
来の
米
国
の
太

平
洋
に
お
け
る一
つ
の
方
向
｜｜

ぬ

燃に
よ
る
太
平
洋
防
衛
紋
の
方
向
を

示
し
て
い
る 。
と
れ
は
中国
封
じ
込

め
とい
う
よ
り
む
し
ろ 、
ソ
巡
の
海

軍
力の
進
出
K
対
抗
す
る
た
め
に 、

ど
う
し
て
も
必
要
な
わ
けで
す 。

次に 、
地
球
儀
を
上
か
ら
見
る

と 、
米
国
は
北
極
を
は
さ
ん
で
ソ
述

に
援
し 、
そ
の
向と
う
側
に
中国
と

ヨ
ーロ
ッ

パ
が
あ
り 、
そ
の
績
に
日

本
と
太
平
洋の
島々
が
あ
り
ま
す 。

つ
ま
り 、

米
国
に
とっ
て
対ソ
戦
略

上 、
中国の
重
要
性
は
非
常に
大
き

い
わ
けで
す 。
だ
か
ら
ど
う
し
て
も

対
中関
係
を
強
化
し
て
い
く
方
向
を

と
ら
ざ
る
を
え
ない 。
米
中ノ
聞に
万

一
の
と
と
が
あ
れ
ば 、
中国
を
米
国

の
側
につ
けて
おく
必
要が
あ
る 。

本
社
そ
れ
と
米ソ
の
デ
タン
ト

は
ど
うい
う
関
係
に
あ
り
ま
す
か 。

桃
井
デ
タン
ト
が
全
世
界的
な

平
和の
始
ま
り
で
あ
る
と
見
る
人
は

米
国
に
は
い
ない
の
で
は：：： 。
む

し
ろ
限
定
的
な
も
の
で
「
核の
戦
争

は
し
ない
で
h4と
う」
とい
う
米ソ

問の
約
束
と
い
うと
と
で
し
ょ
う 。

し
か
し 、

逆
にい
え
ば
米ソ
問の

核
戦
争
を
回
避
す
る
約
束
な
ん
だ
か

ら 、
他
の
函
に
お
け
る
米ソ
問の
関

係
は
必
ず
し
も

緩
和の
方
向
に
向い

て
い
る
と
はい
え
ない
わ
けで
す 。

む
し
ろ 、
米ソ
問が
核の
戦
争を

し
ない
だ
ろ
う
とい
う
見
通
し
の
も

と
で 、
小
規
模
なガ
タガ
タ
が
起
き

ると
と
は
現
に
あ
る
わ
けで
す 。
だ

か
ら
緊
援
緩
和
と
い
う
も
の
を 、
世

界
が
ど
ん
ど
ん
平
和
に
なっ
て
い
く

と
み
る
の
は
早
計だ
と
思い
ま
す 。

本
社
米
中
鉱
郁
同
盟
は 。

桃
井

直接
軍
事
的
な
兵
器の
供

与
と
い
うと
と
で
は
な
い
に
し
て

も 、
中国
自
ら
自
力
更
生の
原
則
に

従っ
て
や
れ
る
程
度
の
技
術の
供
与

や 、
通
幻
機材
な
ど
の
供
与に
よっ

て
中国
が
自
信
を
持っ
て
く
れ
れ
ば

米
国
に
とっ
て
は
対ソ
関
係上
役
立

つ
と 、
米
国
は
考
え
る
で
しょ
う 。

た
だ
し 、
そ
れ
が
す
ぐ
に
反
覇
権

汎
太
平
洋
同
盟
に
ま
で
進
む
か
ど
う

か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が 。

本
社
中ソ
関
係
は 。

中
餓
現
在
の
中国の
首
脳
が
七

六
年も
も
し
9
1
ダ
l
シッ
プ
を
維

持
す
る
と
す
れ
ば 、
中ソ
の
対立
は

激
化
す
る
と
思い
ま
す 。
とい
っ
て

も
筋
亦
的
に
で
は
な
く 、
む
し
ろ
反

ソ・
グロ
1パ
pズ
ム
と
吉
え
る
よ

う
な
全
世
界的
な
対ソ
戦
略の
強
化

に
向
か
う
で
しょ
う 。
い
ま
や
中ソ

の
対
立
は
単
に
国
境
を
は
さ
ん
で
の

対立
と
い
うレ
ベ
ル
を
越
え
て
い
ま

す 。
あ
る
窓
味で
は
と
れ
は
新
た
な

冷
戦
と
い
っ
て
もい
い
で
しょ
う 。

二 、
三
年前
に
は
中ソ
戦
争の
可

能
性
が
喧
伝
さ
れ
ま
し
た
が 、
現
在

で
は
そ
の
不
可
能
性
を
中ソ
双
方
が

認
議
し
た
が
ゆ
え
に 、
もっ
と
グロ

ーバ
ル
な
対立
に
拡
散
し
て
き
た
と

い
う
感
じ
が
強い
で
す
ね 。
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楽観で
きない

フォ
ード
大統領の
再選

本
社
ひ
とつ
個々
の
問
題
に
移

っ
て 、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙κつ

い
て
ーーー 。

山
岡

な
う
世
論
調
査
で
トッ
プ
に
い
る
人

が
当
選
す・る
確率
が
九OMm
ぐ
らい

と
い
うジ
ン
ク
ス
が
あ
り
ま
す 。

そ
れ
か
ら 、
野
党
の
場
合、
今
回

は
民
主
党で
す
が 、
誰が
大
統
領
候

米
国の
大
統
領
選
挙
で

は 、
そ
の
年の －一
月一
日
現
在で
行

， 

－
日
本
と
日
本
人
の
バ

イ
タ
リ
テ
ィ
園

( 1 月 3 日 ・10日 合併／新春特大号）

くたばれ／
ゼロ成長論／竹中一雄

国
際
通
貨
安
定
へ
の
道
／
F
－
A
・
ハ

イ
エ
ク

（
座
談
会）

在
日
外
人
の
み
た
沌
ニ
ッ
ポ
ン

特
派
員、

学
者、

弁
護
士
、

銀
行
家

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
構
成）

ト
ッ
プ
経
営
者
が
語
る
日
本
の
針
路

（
座

談

会）

ゼ
ロ
成
長
二
年
i
不
況
は
何
を
も
た
ら
し

だ
か
？
／
安
倍
北
夫

大
野
明
男

杉
岡

碩
夫

富
永
健
一

孤
独
な
闘
土
・

桜
田
武
／
草
柳
大
蔵

（
鼎
談）

グ
異
色
官
僚
d

官
僚
を
斬
る

佐橋滋
高木文雄
城山三郎 ・

狂
乱
時
代
ト
世
界
の
富
豪
の
没
落
と
誕
生

ポ
ス
ト
・

イ
ン
フ
レ
の
資
産
対
策

〈
特
集
〉

財
界
の
グ
鬼
っ

子d

国
策
会
社
を
裸
に
す
る

医霊蓋翻

（都合により一都変更するEともあります）
補に
指
名
さ
れ
る
か
は 、
．フ
ラ
イマ

pl 、
つ
ま
り

予
仰
選
挙
を
ど
ん
ど

ん
戦っ
て
い
っ
て 、
勝
ち
抜
く
と
い

う
の
が一
つ
の
条
件
に
な
る 。

と
の
い
ち
ば
ん
良い
例
が
七
二
年

の
大
統
領
選
で
ホ
ウマ
ツ
候
補と
み

ら
れ
て
い
たマ
ク
ガバ
ン
（
上
院
議

員）
が
プ
ラ
イマ
リJ
1
を
ど
ん
ど
ん

勝
ち
抜い
て
指
名を
勝
ち
と
っ
た 。

そ
う
み
て
み
る
と 、
民
主
党
の
ほ

う
は 、
まっ
た
く
の
ド
ン
グ
P
の
背

く
らべ
と
い
っ
てい
い 。

渦
中
の
人
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー

本
社
ジ
ャ
ク
ソン
は
ど
う
な
の

で
す
か 。

山
間
ジ
ャ
クソy
は 、
ρ
ン
デ

イ
を
か
か
え
て
い
ま
す
し 、
あ
ま
り

に
も
タカ
派
で
す 。
そ
れ
に
キ
ャン

ベ
1

ナ
！
と
し
て
の
魅
力
に
欠
け
て

い
る 。
彼はい
ち
ば
ん
早
く
走
り
出

し
た
の
だ
が 、
ほ
か
を
抜
く
ま
で
に

はい
たっ
てい
ない 。

新
年
は
少
な
く
と
も
三
O
州
で
予

備
選
挙
が
行
な
わ
れ
ま
す 。
前
回
が

二
O
余
で
す
か
ら
約五
O
M
増 。
た

いへ
ん
な
乱
戦に
な
る
わ
けで
す 。

現
在 、
民
主
党
で
の
出
馬
表
明
者が

一
O
人
い
ま
す
し 、
今
後
さ
ら
に
ふ

え
る
可
能
性
も
あ
る 。
結
局 、
八
月

の
指
名
党
大会
で
残
る
の
は
五
t

六

人
で
す 。

そ
ζ
で
決
戦
す
る
の
だ
が 、
過
去

に
百
何
回
投
烈
を
し
な
お
し
た
と
い

う
笑
例
も
あ
り
ま
す 。
あ
るい
は
そ

うい
うと
を
が
起
と
る
か
も
し
れ
な

い 。そ
う
な
る
と 、
と
れは
デッ
ドロ

ァ
ク
と
称
し
て 、
民
主
党の
幹
部
会

に
決
定
を
ゆ
だ
ね
ま
す 。
今
度
も
そ

う
な
る
可
能
性
が
か
な
り
あっ
て 、

そ
の
揚
合、
ρ
ン
フ
HJ
l 、

あ
るい

はマ
ス
キ
l

（と
も
に
上
院
議
員）

が
有
力
だ
と
い
わ
れ
て
い
る 。
ハ
ン

フ
p
ー
に
は 、
前々
回
戦っ
た
実
績

が
あ
る
し 、
あ
の
選
挙
が
あ
と一
週

間
先
に
延び
て
い
た
ら 、
ニ
ク
yy

k
勝っ
た
と
い
う
説
も
あ
る
ほ
ど
で

す 。
戸
ン
プ
HY
l

は 、
ま
だ
出
馬
を

表
明
し
て
い
ませ
ん
が 、
指
名
大会

で
の
幹
部
の
推
薦
を
ね
らっ
て
い
る

よ
う
だ
し 、

必
近
の
民
主
党
内の
人

気
投
票
で
は
トッ
プ
に
立っ
てい
ま

す 。一
方 、
共
和
党
だ
が 、
不
思
議
な

と
と
に
フ
ォ
ー
ド
に
は
現
職
大統
領

と
し
て
の
圧
倒
的
な
強み
は
ない 。

む
し
ろ
p
I
ガ
ン
と
い
う
俳
優
出
身

の
前
カ
リ
フォ
ル
ニ
ア
州
知
事が
出

馬
を
表
明
して
肉
蒋
し
て
い
る 。
フ

ォ
1
ド
は 、
そ
の
こ
と
を
予
測
し
て 、

七
五
年の
夏
以
来 、
ホ
ワイ
トハ
ウ

ス
にい
た
時
間
よ
り
も 、
各
地
でグ
事

前
運
動H
を
し
て
い
た
時
間
の
ほ
う

が
長い
と
い
う
と
と
で 、
忍
れ
ま
た

批
判のマ
ト
に
なっ
て
い
る 。

フ
ナ
1
ド
と
り
1
ガ
ン
の
政
策
の

中
身
を
比べ
て
み
る
と 、
ほ
と
ん
ど

抑弘わ
ら
ない 。
フ
ォ
ー
ド

は
p
l

ガ

ン
を
窓
除し
て 、
ど
ん
ど
ん
右
寄
り

に
なっ
て
き
て
い
る 。

選
挙
運
動
は
ど
ち
ら
が
う
まい
か

と
い
う
と 、
も
う
明
ら
か
で
す 。
フ

ォ
ー
ド
は
有
権
者
四
五
万
人
と
い
う

小
さ
なミ
シ
ガ
ン
州
第
五
区
の
下
院

夏目｛姶�沌＇1131の
専門商私てす：
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、

選
挙
し
か
戦っ

た
ζ

と
が
な
い。

ζ

と
で
は一
五
回
当
選

し
て
い
る
が
。

共
和
党
は、
最
近
左
右

の分
裂

が

ハ
ッ

キ
リ

し
て
き

で巾
ま
す
。

ア
サ

イ
ア
ス
と
い
う

メ
リ
1
ラ

ン
ド

州
出

身の
上
院
議
員

が
い
る
。
Pペ
ラ
ル

派
で
す
。

彼
に
い
わ

せ
る
と

、
タ
カ

派の
uy

1
ガ
ン
が
出
る

ζ
と
は
ガ

マ

y
で
き
な
い
。
9

1
ガ

ン
が
出
た

ら、
無
所
属

で
立

候
補
し
て
も
彼
の

当
選

を
阻
止

し
た
い
と
ま
で
いっ
て

い
る
。と

の
よ
う
に
ま
だ
名
乗
り

を

あ
げ

て
い
な
い
共
和
党
周
辺

の
人

も

か
な

り
い
る

よ
う
で
す
。

本
社
エ

ドワ
ー

ド・
ケ
ネ
ディ

（
上
院
議
員）

は：：：
。

山
岡
エ

ドワ
ー

ド・
ケ
ネ
ディ

の
よ
う
に
、
絶
対

に
出
馬
し
な
い
と

いっ
て
い
る
人

に
、
む

し
ろ
人
材

が

い
る
と
い
う
の
が、
今
度

の
選
挙

の

特
徴

か
と
思

う
。モ

ン
ディ
ル

と
い

う
ミ

ネ
ソ
タ
州の
民
主

党
上
院
議
員

が
い
る
。
ζ

の
人

は、
一
年
前

に、

と
う
い
うつ
ま

ら
念
いと
と
は
し
た

〈
な
い
と
出
馬を
取
り

や
め
た
。

エ
ドワ

ー
ド・

ヶ、
王アィ

は
家
族

問
題

を
不

出
馬

の
理
由

に
あ
げ

て
い

ま
す。
兄
二
人を
殺

さ
れ
て
、
その

家
族

の
め
ん
ど

う
を
見
る
必
要

が
あ

る
。

そ
れ
に
彼

自
身の
息
子

が
足の

’， 

， ． ， 
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h
と
と
は

、
選
挙

ま
で、
あ

と一
年

近
く
あ

る
と
い
う
と
と
だ
。

そ
れ
ま

で
の
問

に
、
フ
ォ

ー
ド陀
万一

の
と

と
が
あ

れ
ば 、
自
動
的

に
ロ

y
クフ

エ
ラ
ー

が
大
統領
に
な
る
。と

の
可

能
性

を
見
落

と
し
て
は
な
ら

念
い
で

しょ
う
。
ア
メ
H
カ

の
も

ろ
も

ろ
の

パ
ワ
ー

がニ
ュ
ーヨ
ー

クを
中
心

と

し
た
東
部か
ら

、
テ

キ
サ

ス
と
か

カ

リフ
ォ
ル
ニ

ア
に
移っ

て
い
る
。つ

ま
り
、
東
部の
エ
ス
タ
プ
リッ
シユ

メ
ン

ト
か

ら
、
西
部の
新
興
勢
力

へ
。

そう
し
た
崩

れ
ゆ

くエ
ス
タ
プ

py
シュ
メ

ン
ト

を
ささ

え
な

く
て

は
な
ら

念
い
必
然
性

が
ロ

ッ
クフェ

ラ
ー

の
扇

に
か
かっ
て
い
る
。

その

た
め
に
は
、
フ

ォ
ー

ドに
万一

の
と

と
が
な

く
て
は
な
ら

な
い
。と

れ
が

い
ま
ア

メ
リ
カ

で
大
は
や

り
の
謀
略

説
な
ん

で
す
。

だ
か

ら
ロ

y
クフエ

ラ
l

の
動

き
は
無
気
味

で
す
よ
。

各
国
と
も
内
政
が

最
重
要
課
題

菊
地
七
六
年

と
い
う
年

は
ア

メ

リノ
カ

の
建
国
二
O
O
年
祭

、
ソ
連

は

第二
五
回

党
大
会
と
い
う
と
と
で
た

いへ
ん

に
・お

め
で
た
い
年

で
す
が
、

前
国と

も
き
び

し
い
年

に
な

り
そう

で
す
。

た
だ
、

ソ
巡の
協
会

、
農業

。住友信託銀行

を
中
心

に
七

た
経
済

の
再
建

と
い
う

大
問
題

を
か
か
え
て
い
ま
す
が、

プ

レ
ジ、不

フ
体
制

が
崩

れ
る
と
と
は
な

い
で
しょ
う
。

本
社
中
国

は：：：
。

中
嶋

い
ろ

い
ろ
あ

り
す

ぎ
る

ほ

ど
問
題

は
残っ

て
い
ま
す
。
ソ
述

は

イン
ドシ
ナ

を
中
心

に、
い
ま
ま
で

な
かっ
た
ア

ジ
ア
に
拠
点

を
築き
つ

つ
あ
り

ま
す
。ラ
オ

ス
に
も
すっ
か

り
根

を
張っ

て
い
る
。一
方

、園
内
的

に
は、
中
国

は
ポ
ス
ト

毛・
周の
転
換

期
に
は
いっ
て
い
る
。
わ

れ
わ

れ
で

さ
え
も
、
い

ろ
い

ろ
論
議

す
る
の
だ

か
ら

、
中
国人

の
体
質

か
ら
し

て
、

24 東洋経済週刊51. 新年特大号



ぺ

彼ら
は
日
常
茶
飯
事 、
すべ
て
が
毛

以
後の
中
国
とい
う
と
と
に
神
経
を

集
中
し
て
い
る
と
い
っ
て
い
い 。

私が
注
目
し
たい
の
は
杭
州
務
件

で
す 。
と
の
事
件
は
現
在の
中
国の

社
会
的
矛
盾
を
鋭
《
反
狭
し
てい
ま

す 。
批
林
批
孔
運
動
や
水
滋
伝
批
判

念
ど
よ
り
もっ
と
重
視
し
て
い
い 。

私は
八
年
ぶ
り
に
中
国
に
行っ
て

驚い
た
の
は 、
徐々
で
は
あ
る
が
経

済
的
に
は
よ
く
なっ
て
き
て
い
る 。

市
訟に
行つ
で
も 、
品
物
は
か
な
り

豊
富に
なっ
て
い
る 。
ヵ、不
さ
え
あ

れ
ば 、
か
な
り
自
由に
買
え
る
わ
け

で
す
ね 。
だ
が
周知
の
よ
う
に
賃
金

体
系は
管
の
ま
ま
に
凍
結
さ
れ
てい

る 。
その
経
済
的
不
満が
労
働
者の

ス
ト
ラ
イ
キ
↓

ほの
介
入
と
い
う
杭

州
事
件を
引
き
起ζ
し
た 。
と
れ
は

将
来の
大
き
友
不
安
定
要
因で
す 。

そ
うい
う
問
題
を
残し
な
が
ら 、

P
1
ダ
1
シッ
プ
が
当
面ど
う
か
と

い
う
と 、
と
れ
につ
い
て
は
や
は
り

郡
小
平 、
張
出骨
格
と
い
っ
た
災
務
派

官
僚
だ
と
思い
ま
す 。
部
小
平は
党

・
寧・
行
政
をい
つ
の
間に
か
湿っ

て
し
まっ
た 。
張
は
磁
を
も
う
少
し

ス
ケ
ー

ル
を
小さ
く
し
た
よ
う
な
形

で
榔
の
す
ぐ
後に
つ
い
て
い
る 。

水
洗川
伝
批
判で
す
が 、
ね
らい
は

周
恩
来で
は
ない
か
と
い
う
気
が
し

ま
す 。
一
般に
は
四回
小
平で ．は
ない

か 、
と
恩
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す

が 、
だ
れ
が
み
て
も
部
が
批
判の・渦

中
に
あ
る
人
物の
よ
う
に
は
恩
え
な

い 。
そ
れ
に
中
国
で
は
批
判
さ
れ
て

い
る
人
物
は
外遊
し
ない 。
劉
少
容

み
た
い
に
や
ら
れ
ま
す
か
ら
ね 。

中
国の
場
合、
あ
あ
ま
で
病
気 、

病
気
と
い
う
の
が
お
か
しい 。
普
通

だっ
た
ら 、
隠
す
は
ず
だ 。
み
ん
な

が
周
は
病
気
だ
と
い
うV
鄭
ま
で
が

そ
れ
を
めけ
定
す
る
と
と
に
よっ
て 、

も
う
周
は
使い
も
の
に
なら
ない
と

と
を
示
し
てい
る
ん
じ
ゃ
ない
か 。

周
は
文
革
以
来 、
気づ
か
れ
ない
よ

う
に 、
毛
沢
東
体
制
下に
お
ける
非

毛
沢
東
化
を
推
進
し
て
き
た 。
し
か

し
そ
れ
が
結
局 、
挫
折
し
た
の
で
は

ない
か
と
思
う 。

と
の
点で
は
周
が
亡
く
なっ
た
か

ら
とい
っ
て 、
中
国
に
そ
う
大
き
な

混
乱
は
起と
ら
ない
だ
ろ
う 。
だ
が

毛
沢
東
が
亡
く
なっ
た
場
合、
郵 、

張
だ
け
で
やっ
て
い
け
る
の
か 、
疑

問
は
残る 。

第二次朝鮮戦争はない

本
社
朝
鮮
半島
の
情
勢は
ど
う

で
す
か 。

桃
井
国
際
情
勢を
分
析
す
る
場

合、
い
ろ
い
ろ
な
紛
争が
起と
る
可

能
性は 、
朝
鮮
半
ぬに
限ら
ず
「
決

して
ない」
と
は
い
え
な
い 。
だ

が 、
第二
次
朝
鮮
戦
争の
可
能
性
う

ん
ぬ
ん
の
話
は
か
な
りマ
スコ
ミ
の

ニュ
ー

ス
期
待 、
願
望
が
と
め
ら
れ

てい
た
よ
う
に
思
え
る 。
一
九五
O

年と
巡っ
て 、
現
在
双
方の
政
権に

関
与
し
て
い
る
諸
問
は 、
朝
鮮
半
島

でヨ
ト
が
起
き
て
ほ
し
く
な
い 。

米 、
中 、
ソ
な
ど
の
関
係
国の
階
黙

の
同
意
が
ない
限
り 、
北
と
南
が
大

き
な
紛
争
を
始
め
る
と
と
は 、
ほ
と

ん
ど
不
可
能
で
す 。
た
だ 、
理
論
的

に
は
米 、
・中 、
ソい
ず
れ
も

干
渉
し

ない
の
な
ら 、
と
の
際 、
相
手
を
片

づ
けて
お
ζ
う
と
い
うド
ラ
イ
ブ
が

ない
と
はい
え
ない 。
だ
が 、
そ
の

場
合
は
短
期
間の
き
わ
め
て
内
輪の

湿
式・
乾
式
両
用

大
ソ
ナ
感
光
紙
Bl
n
は 、

在
庫
管
理
の
合
理
化
に
も

ぜ
予

最
適
な
の
で
す。

制
動d
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紛
争に
終
わ
る
で
しょ
う 。

中
嶋
最
近
東南ア
ジ
ア
に
行っ

て
感じ
た
の
は
日
本に
対
す
る
感
的

が
変
化
し
てい
る
と
と
だ 。
あ
れ
ほ

ど
対
日
批
判
が
盛
り
上
がっ
た
東南

ア
ジ
ア
で 、
日
本を
見
直
そ
う
とい

う
機
運
が
か
な
り
出て
き
てい
る 。

ア
f
p
カ
が一
応
後
退
し
て 、
中ソ

の
確
執の
揚に
念
りつ
つ
あ
る 。
そ

の
中で
も
う一
度
目
本を
見
直
そ
う

と
い
う
と
と
で
す 。
ζ
れ
は
日
本と

し
て
も 、
よ
く

考
え
な
け
れ
ばい
け

ない
問
題
だ
と
思い
ま
す
ね 。

本
社
ど
う
も
あ
り
が
と
うど
ざ

い
ま
し
た 。

〔
訂
正〕
本
総
二一
月六
日
号の
永

大
産
業の
配
事
中 、
九
六
行の
表で

菊
水
の
五
O
年
三
月
期
は
三
億
七二

O
O
万
問の
赤
字と
あ
る
の
は
三
七

O
O
万
同の
赤
字の
誤
り
で
し
た 。

大阪支社nos (211 )6291 （代）・
3臣家支社窓口3 (355)2181 （代｝
名古屋支店会052(251 )9741 （代）
楕同支 店ft092(281 )4135 （代｝
京都営業所ft075(841 )624 I （代）
神戸営挨所ft078(331 )6581 （代）
広島営業所ft0822(21 )4307 （代｝
彼浜営業所ft045(251 )6462 （代）
鹿児島営業所ft0992(58 )0623 （代）
声高松営業所公0878(21 )4363 (ft) 
岡山営業所ft0862(23)0675(1t)
金沢営業所ft0762(5直）8160(ft)
繍写営業所宮078(221 )4458（代〉
ショールーム窓口3 (355)2124（代｝
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